【電気通信工事業】
職種：施工管理　　職務：施工管理
【概要】

電気通信工事について、顧客品質を確保するために顧客との打合せを行い、施工における技術情報、配線システムの設計、施工過程の出来映え、品質、原価、購買、工程、環境・安全、資機材管理等の施工管理全般や他職種業者等との折衝や協議を含めて工事全般について計画・管理する仕事。

【仕事の内容】

・ 自社の技術力や施工実績を把握し、対象工事に求められる電気通信の既存の堅実な技術や、接続・設置機器類の能力を最大限に活かすための最新・最先端技術、用途に整合した材料等の知識を活かし、顧客に対して説明し、誇張ではない実態に見合った得られる効果を明示する。

・構造物の構造を理解して適合する配線施工や使用材料、仕上がり等の知識を活かし、顧客要求事項どおりに構築するための施工全般を管理する。顧客視点での検査・引き渡しやアフターメンテナンス対応も重要な仕事の内容である。

・施工場所や作業環境を考慮した施工方法の検討、提案、品質、原価、工程、安全等の計画・管理、作業班の手配や顧客からの要請や周知事項の伝達等を現場の職長・班長(現場管理者)等と連携しながら実施する。

【求められる知識・経験】

（１）顧客から堅実な成果は勿論、より高い成果を求められるほか、最新・最先端技術、環境に関する対応等様々な施工提案を求められるため、相応な情報、材料特性、将来の拡張性、それに関する施工技術・技能知識が不可欠である。

（２）顧客や職長・班長（現場管理者）等と打合せをするためには、施工の実務知識が必要とされる。また、施工現場の全体像把握とその中での工程、他職種との取合い、施工の進捗による材料の手配、管理及びそれに関わる移動、搬入、搬出等も実務的に知っていなければならない。

　    施工管理者として、営業的な業務、施工業務を掌るためには一定の実務経験のほか各種関連資格を取得していることが望ましい。

【関連する資格・検定等】

職業能力開発促進法に基づく技能検定

・情報配線施工技能検定（１級、２級、３級）

・職業訓練指導員（職業能力開発促進法第２８条第３項）の免許　等

労働安全衛生法に基づく資格

・職長・安全衛生責任者教育　　等

その他の資格

・通信に関する資格：情報ネットワーク施工プロフェッショナル（iNIP Professional）、電気通信工事担任者、電気通信主任技術者（第１種、第２種）、伝送交換（第１種、第２種）、線路主任技術者、総合無線通信士、有線テレビジョン放送技術者　　等

・電気に関する資格：電気主任技術者（第１種、第２種、第３種）、

電気工事施工管理技士（１級、２級）、

電気工事士（第一種、第二種）等

・建築に関する資格：建築施工管理技士（１級、２級）　等

【平成１１年改訂・労働省職業分類（小分類）との対応】
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